
(57)【要約】

【課題】デジタルデータ光信号を用いて各種ＡＶ機器や

ＡＶ機器以外の装置との信号の送受信を可能とするＡＶ

機器光空間接続記憶装置及び方法を提供する。

【解決手段】ＡＶ機器１～４と光伝送によって接続され

るＡＶ機器光空間接続記憶装置５は、各ＡＶ機器とデジ

タルデータ光信号を送受信する光送受信装置６と、各Ａ

Ｖ機器から受信した音声または映像データと各ＡＶ機器

に送信する音声または映像データとを記録する大容量記

憶装置７とを有する。光送受信装置６は、データ信号に

各ＡＶ機器を識別する符号を付加して、時分割多元接続

または符号分割多元接続で送信する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の Ａ Ｖ 機 器 と 光 伝 送 に よ っ て 接 続 さ れ る Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 は 、
　 各 Ａ Ｖ 機 器 と デ ジ タ ル デ ー タ 光 信 号 を 送 受 信 す る 光 送 受 信 装 置 と 、
　 各 Ａ Ｖ 機 器 か ら 受 信 し た 音 声 ま た は 映 像 デ ー タ と 各 Ａ Ｖ 機 器 に 送 信 す る 音 声 ま た は 映 像
デ ー タ と を 記 録 す る 大 容 量 記 憶 装 置 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 の 光 送 受 信 装 置 は 、 デ ー タ 信 号 に 各 Ａ Ｖ 機 器 を 識 別 す
る 符 号 を 付 加 し て 、 時 分 割 多 元 接 続 ま た は 符 号 分 割 多 元 接 続 で 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 大 容 量 記 憶 装 置 は 、 各 Ａ Ｖ 機 器 か ら 受 信 し た 音 声 ま た は 映 像 デ ー タ に 前 記 識 別 符 号
を 付 加 し て 記 録 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 と 複 数 の Ａ Ｖ 機 器 と の 接 続 を 光 伝 送 に よ っ て 行 う Ａ Ｖ 機 器
光 空 間 接 続 記 憶 方 法 で あ っ て 、
　 Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 と 各 Ａ Ｖ 機 器 と が デ ジ タ ル デ ー タ 光 信 号 を 送 受 信 し 、
　 各 Ａ Ｖ 機 器 か ら 受 信 し た 音 声 ま た は 映 像 デ ー タ と 各 Ａ Ｖ 機 器 に 送 信 す る 音 声 ま た は 映 像
デ ー タ と を 大 容 量 記 憶 装 置 に 記 録 す る こ と を 特 徴 と す る Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 は 、 デ ー タ 信 号 に 各 Ａ Ｖ 機 器 を 識 別 す る 符 号 を 付 加 し
て 、 時 分 割 多 元 接 続 ま た は 符 号 分 割 多 元 接 続 で 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載
の Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 大 容 量 記 憶 装 置 は 、 各 Ａ Ｖ 機 器 か ら 受 信 し た 音 声 ま た は 映 像 デ ー タ に 前 記 識 別 符 号
を 付 加 し て 記 録 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の Ａ Ｖ 機 器 と 光 伝 送 に よ っ て 接 続 さ れ る Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 各 Ａ Ｖ 機 器 の 入 出 力 信 号 を 送 信 お よ び 受 信 す る 光 送 受 信 器 と 、 こ れ ら の 光 信 号 を
中 継 す る 制 御 卓 と に よ り 構 成 し 、 機 器 間 の ビ デ オ 信 号 お よ び 音 声 信 号 を 光 空 間 伝 送 す る Ａ
Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ４ － ３ ４ ５ ２ ２ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 で は 、 各 Ａ Ｖ 機 器 と の 光 信 号 送 受 信
は 、 ア ナ ロ グ 信 号 に よ る 周 波 数 多 重 方 式 で あ り 、 送 受 信 で き る Ａ Ｖ 機 器 の 種 類 や 扱 う 音 声
信 号 お よ び 映 像 信 号 に 制 限 が あ り 、 多 種 ・ 多 様 な Ａ Ｖ 機 器 や Ａ Ｖ 機 器 以 外 の 装 置 と の 信 号
の 送 受 信 が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 近 年 、 Ａ Ｖ 機 器 の デ ジ タ ル 化 が 進 展 し 、 パ ソ コ ン 等 の 情 報 処 理 装 置 と の 連 携 使 用
が 普 及 し て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 そ こ で 本 発 明 は 、 デ ジ タ ル デ ー タ 光 信 号 を 用 い て 各 種 Ａ Ｖ 機 器 や Ａ Ｖ 機 器 以 外 の 装 置 と
の 信 号 の 送 受 信 を 可 能 と す る Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 及 び 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 複 数 の Ａ Ｖ 機 器 と 光 伝 送 に よ っ て 接 続 さ れ る Ａ
Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 で あ っ て 、 前 記 Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 は 、 各 Ａ Ｖ 機 器 と
デ ジ タ ル デ ー タ 光 信 号 を 送 受 信 す る 光 送 受 信 装 置 と 、 各 Ａ Ｖ 機 器 か ら 受 信 し た 音 声 ま た は
映 像 デ ー タ と 各 Ａ Ｖ 機 器 に 送 信 す る 音 声 ま た は 映 像 デ ー タ と を 記 録 す る 大 容 量 記 憶 装 置 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 の 光 送 受 信 装 置 は 、 デ ー タ 信 号 に 各 Ａ Ｖ 機 器 を 識 別
す る 符 号 を 付 加 し て 、 時 分 割 多 元 接 続 ま た は 符 号 分 割 多 元 接 続 で 送 信 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 第 １ の 効 果 は 、 各 Ａ Ｖ 機 器 と Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 に 内 蔵 さ れ た 光
送 受 信 装 置 と は 、 デ ジ タ ル デ ー タ 光 信 号 に よ っ て 光 伝 送 さ れ る た め 、 各 種 Ａ Ｖ 機 器 を 混 在
し て デ ー タ 送 受 信 が 可 能 と な り 、 さ ら に パ ソ コ ン 等 の 情 報 処 理 装 置 と の 連 携 使 用 が 可 能 と
な る こ と で あ る 。 ま た デ ジ タ ル 信 号 に よ る 時 分 割 多 元 接 続 ま た は 符 号 分 割 多 元 接 続 と す る
こ と に よ り 、 複 数 の Ａ Ｖ 機 器 と 並 行 し て デ ー タ の 送 受 信 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 効 果 は 、 内 蔵 し た 大 容 量 記 憶 装 置 を 使 用 し て 、 各 音 声 ・ 映 像 機 器 に よ り 異 な っ た
記 録 媒 体 で 記 録 ・ 再 生 し て い た 音 声 ・ 映 像 デ ー タ を 共 有 の 記 録 媒 体 に 記 録 し て 再 生 が 可 能
と な る こ と で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 最 良 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 は 、 Ａ Ｖ 制 御 信 号 を 光 空 間 伝 送 す る と と も に 、 Ａ
Ｖ 入 出 力 信 号 の う ち 音 声 信 号 お よ び 映 像 信 号 を 中 継 し 、 各 音 声 ・ 映 像 機 器 間 を 接 続 す る こ
と に よ り 、 機 器 間 の 配 線 を な く し て 信 号 の 送 受 を 行 い 、 機 器 の 配 置 、 増 設 を 容 易 に す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 大 容 量 の 記 憶 装 置 （ 例 え ば ハ ー ド デ ィ ス ク や Ｄ Ｖ Ｄ 、 Ｍ Ｏ な ど ） を 内 蔵 し て お り
、 容 易 に 大 容 量 の 記 憶 （ 録 音 、 録 画 ） 操 作 が 可 能 と な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。 Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 ５ に 内 蔵 さ れ た
光 送 受 信 装 置 ６ は 、 赤 外 線 等 に よ る 光 伝 送 に よ っ て 各 Ａ Ｖ 機 器 １ ～ ４ と 接 続 さ れ て お り 、
各 Ａ Ｖ 機 器 と の 間 で 音 声 及 び 映 像 デ ー タ の デ ジ タ ル 光 信 号 に よ る 送 受 信 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 ５ 内 で は 、 光 送 受 信 装 置 ６ と 大 容 量 記 憶 装 置 ７ が 接
続 さ れ て お り 、 大 容 量 記 憶 装 置 ７ は 各 Ａ Ｖ 機 器 １ ～ ４ か ら 受 信 し た 音 声 ま た は 映 像 デ ー タ
と 各 Ａ Ｖ 機 器 に 送 信 す る 音 声 ま た は 映 像 デ ー タ と を 記 録 ・ 再 生 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 ５ の 光 送 受 信 装 置 ６ は 、 デ ー タ 信 号 に 各 Ａ Ｖ 機 器 １ ～ ４ を
識 別 す る 符 号 を 付 加 し て 、 時 分 割 多 元 接 続 （ TDMA: Time Division Multiple Access） ま
た は 符 号 分 割 多 元 接 続 （ CDMA: Code Division Multiple Access） で 送 信 す る 。 デ ジ タ ル
信 号 に よ る 時 分 割 多 元 接 続 ま た は 符 号 分 割 多 元 接 続 と す る こ と に よ り 、 複 数 の Ａ Ｖ 機 器 と
並 行 し て デ ー タ の 送 受 信 を 行 う こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ を 受 信 し た 各 Ａ Ｖ 機 器 １ ～ ４ は 、 受 信 し た 信 号 の ヘ ッ ダ ー 部 分 に 自 己 を 識 別 す る 符
号 が 付 与 さ れ て い た 場 合 、 信 号 受 信 完 了 後 に ア ク ノ リ ッ ジ を 送 信 す る と 共 に 受 信 信 号 を 記
録 す る 。 こ の ア ク ノ リ ッ ジ を 受 け て 、 Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 ５ は 、 送 信 し た 信 号 が
送 信 先 と し て 指 定 さ れ た Ａ Ｖ 機 器 に 受 信 さ れ た こ と を 確 認 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 受 信 し た 信 号 の ヘ ッ ダ ー 部 分 に 自 己 を 識 別 す る 符 号 が 付 与 さ れ て い な い Ａ Ｖ 機 器
は 、 自 己 に 対 す る 信 号 送 信 で は な い と し て 、 受 信 し た 信 号 を 記 録 せ ず に 、 ま た 信 号 待 ち の
状 態 に 移 行 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置 ５ の 大 容 量 記 憶 装 置 ７ は 、 各 Ａ Ｖ 機 器 １ ～ ４ か ら 受 信 し た
音 声 ま た は 映 像 デ ー タ に そ の Ａ Ｖ 機 器 の 識 別 符 号 を 付 加 し て 記 録 す る 。 こ れ に よ り 、 受 信
し た 音 声 ま た は 映 像 デ ー タ を 容 易 に 記 憶 （ 録 音 、 録 画 ） 可 能 と な り 、 そ の 音 声 ま た は 映 像
デ ー タ が ど の Ａ Ｖ 機 器 か ら 受 信 し た デ ー タ か 後 で 識 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 例 え ば Ａ Ｖ 機 器 １ （ Ｄ Ｖ Ｄ 装 置 ） で 再 生 さ れ た 音 声 及 び 映 像 を 、 Ａ
Ｖ 機 器 ４ （ Ｔ Ｖ ） で 鑑 賞 し た り 、 Ａ Ｖ 機 器 ３ （ Ｖ Ｔ Ｒ ） で 録 画 す る こ と を 並 行 し て 自 由 な
組 み 合 わ せ で お こ な う こ と が 可 能 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 は 、 家 庭 で 一 般 的 な Ａ Ｖ 機 器 に つ い て 記 述 し て い る が 、 専 門 的 な 装 置 間 の 接 続 （
例 え ば 携 帯 な ど の 交 換 機 シ ス テ ム に お け る バ ッ ク ア ッ プ フ ァ イ ル や 課 金 デ ー タ な ど を 記 憶
す る 装 置 間 の 接 続 ） の 分 野 な ど に つ い て も 、 利 用 ・ 応 用 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ ～ ４ 　 Ａ Ｖ 機 器
５ 　 Ａ Ｖ 機 器 光 空 間 接 続 記 憶 装 置
６ 　 光 送 受 信 装 置
７ 　 大 容 量 記 憶 装 置
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【 図 １ 】
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